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はじめに
国後島をはじめとする北方四島は千島列島の南
部に位置している．これらの島は北海道とは根室
海峡で隔てられているが互いに近い距離にあり，
特に国後島は知床半島と約7,500年前まで陸続き
であった（五十嵐2000）．そのため，国後島には知
床半島と同様な冷温帯広葉樹林とエゾマツPicea 
jezoensis，アカエゾマツPicea glehnii，トドマツAbies 
sachalinensisの針広混交林が存在することから
（五十嵐2000），北海道と国後島に共通して生息す
る生物種は多いことが知られる（e.g. 藤巻2011）．
その国後島では戦前には積極的な森林施業などの
産業が活発であったが，戦後はロシアにより自然
保護区の一部として厳しく管理されることで良好
な状態の森林が形成されている（近藤2000）．
一方，知床半島は，現在でこそ世界自然遺産に
登録されているものの，長い間にわたって人為に
さらされてきた歴史を持つ．加えて，近年のニホ
ンジカCervus nippon（以下，シカ）の急増により，知
床半島の森林植生は大きな影響を受けている（梶
ら2006）．そのため，両地域では潜在的には似た
生物相を有するものの，近年のさまざまな状況の
違いにより，生息する生物種に違いが生じている

可能性が考えられるが，そのような視点での調査
はこれまでほとんど行われてこなかった．そこで
本研究では，国後島および知床半島において，地
表性甲虫類と食糞性コガネムシ類（以下，糞虫類）
を対象に，両地域の昆虫類の生息状況を比較する
ことを目的として調査を実施した．

調査地ならびに調査方法
国後島における調査は，太平洋側のアンドレー
フカ周辺（以下，アンドレーフカ），同島南部の中
央部，泊山カルデカからオゼルヌイ小屋を経由し
てオホーツク海側の一菱内川河口に至る区域（以
下，オゼルヌイ），ストルボフスキー生態観察路
（以下，生態観察路）の3地点で実施した（図1）．国
後島南部の太平洋側に位置するアンドレーフカで
は，亜寒帯性の常緑針葉樹林が主体であり，優占
種はトドマツ，エゾマツ，アカエゾマツとなって
いる．一方，オゼルヌイおよび生態観察路では，
亜寒帯性の常緑針葉樹に加えて，冷温帯性の落葉
広葉樹であるミズナラQuercus crispula，イタヤカ
エデAcer pictum，オヒョウUlmus laciniata，イチ
イTaxus cuspidata，ホオノキMagnolia obovata，キ
ハダPhellodendron amurense，ハリギリKalopanax 
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septemlobusなどが生育している．甲虫類の捕獲は，
2013年7月にピットフォールトラップを用いて
行った．各調査地に11–15個（計54個）のトラップ
を設置した（オゼルヌイでは2箇所の調査地点を
設置した）．トラップには，経口20 cm，高さ27 cm

のプラスチック製容器を使用し，容器の開口面が
地面と同じ高さになるように地中に埋め込んだ．
誘引剤として市販の乳酸菌飲料ならびに牛糞を用
い，中型哺乳類によるトラップの破壊を防止する
ために，各トラップには少量の唐辛子を混入した．
トラップは設置した翌日に回収した．
知床半島における調査は，知床岬地区で実施
した（図1）．今回調査を行った地点において森林
を構成する樹種は，主にミズナラ，トドマツを
中心とした針広混交樹で，林床にはシラネワラ
ビDryopteris expansaが優占し，その他にツタウル
シToxicodendron orientaleやミヤマタニタデCircaea 
alpina等も生育していた．また，草地環境ではハ
ンゴンソウ Senecio cannabifolius，ナガハグサPoa 
pratensisが優占していた．甲虫類の捕獲は，2014年
7月にピットフォールトラップを用いて行った．
本研究では，森林を中心に計150箇所のトラップ

を設置した．トラップには，経口10 mm，高さ12 

mmのプラスチック製容器を使用し，容器の開口
面が地面と同じ高さになるように地中に埋め込ん
だ．詳しい設置方法については国後島調査と同様
である．
なお，種同定は現地で行い，上野ら（1985）に
従った．上野ら（1985）に未記載であるエゾマルガ
タナガゴミムシPterostichus adstrictus，チビマルガ
タゴミムシAmara tibialisについては，木元・保田
（1995）に従った．

結果および考察
国後島で確認された甲虫類の種数は計21種，
総個体数は587個体であった（表1，2）．10個体
以上捕獲された甲虫類種は，地表性甲虫類では
個体数が多い順にヒラタシデムシSilpha perforata
（184個体），エゾマルガタナガゴミムシPterostichus 

adstrictus（114個体），マルガタナガゴミムシ
Pterostichus subovatus（68個体），アカガネオサムシ
Carabus granulatus（48個体），クロツヤヒラタゴミ
ムシSynuchus cycloderus（33個体），マルガタツヤヒ
ラタSynuchus. arcuaticollis（30個体），コブスジアカ
ガネオサムシCarabus conciliator（21個体），ツンベ
ルグナガゴミムシPterostichus thunbergii（13個体），
エゾマイマイカブリDamaster blaptoides rugipennis
（12個体），ヒメクロオサムシLeptocarabus opaculus
（10個体）であった．糞虫類ではセンチコガネ

Geotrupes laevistriatus（27個体）を含む2種のみで
あった．捕獲された甲虫類は，オゼルヌイ，生態
観察路，アンドレーフカの順に多かった．
知床岬地区で確認された甲虫類の種数は計21

種，総個体数は499個体であった（表1，2）．10個
体以上捕獲された甲虫類種は，地表性甲虫類では
個体数が多い順にヒラタシデムシ（42個体），オオ
キンナガゴミムシPterostichus samurai（33個体），オ
オクロツヤヒラタゴミムシSynuchus nitidus（22個
体），クロツヤヒラタゴミムシ（20個体），コクロツ
ヤヒラタゴミムシSynuchus melantho（20個体），ク
ビアカツヤゴモクムシTrichotichnus longitarsis（19

個体），ヒメクロオサムシ（16個体），ツンベルグナ
ガゴミムシ（15個体），エゾマルガタナガゴミムシ

図1．国後島および知床岬地区における本研究の調査地
点（黒い丸）．A: アンドレーフカ．B: オゼルヌイ．C: 生
態観察路．D: 知床岬地区．
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（12個体）であった．糞虫類ではセンチコガネ（158

個体），オオセンチコガネGeotrupes auratus（108個
体），マエカドコエンマコガネCaccobius jessoensis
（13個体）の3種であった．
今回の知床岬地区の調査では，環境省のレッド
リストで絶滅危惧種に判定されている種は確認さ
れなかった．また，これまで知床地域で報告され
ている糞虫類相（斜里町立知床博物館2003）およ
び地表性甲虫類相（尾崎2003）と比較して，それぞ
れ16%（3/19種）と46%（16/35種）の種が確認さ
れた．これらの先行研究で記録されておらず，今
回の知床岬では採取された地表性甲虫類は，オオ
ゴモクムシHarpalus capito，クビアカツヤゴモクム
シ，スジアオゴミムシHaplochlaenius costiger，ヒラ
タシデムシ，ビロウドヒラタシデムシOiceoptoma 
thoracicum，クロヒラタシデムシPhosphuga atrataの
6種であった．また，今回およびこれまで知床地域
で確認されておらず，国後島南部で確認された地
表性甲虫類はアカガネオサムシ，キタクロナガオ
サムシLeptocarabus arboreus，トックリナガゴミム
シPterostichus haptoderoides，アオゴミムシChlaenius 
leucops，ツノヒゲゴミムシLoricera pilicornis，ヒメク
ロシデムシNicrophorus tenuipesの6種であった．ま
た，糞虫類では先行研究に記録されておらず，今
回の知床岬では採取された糞虫類はいなかった．

さらに，今回およびこれまで知床地域では確認さ
れておらず，国後島南部では確認された糞虫類も
いなかった．
国後島と知床半島は，地理的には互いに近い距
離に位置するにもかかわらず，今回の調査では2

つの調査地域において甲虫類の生息状況に違いが
見られた．具体的には，地表性甲虫類（オサムシ，
ゴミムシ，シデムシ）は国後島でより多くの個体
数が確認され，またこれまで知床地域で確認され
ていない種も確認されたのに対し，糞虫類の個体
数は知床岬地区でより多く，国後島南部でしか生
息が確認された種はいなかった（図2）．こうした2

つの地域における甲虫類の生息状況の違いについ
ては，現時点ではその原因を結論付けるには至っ
ていないが，知床半島にのみ生息するシカが一つ
の要因として影響している可能性がある．
まず，国後島南部において確認された糞虫類が
少なかったことについては，一般的に糞虫類の多
様性や生息個体数には，その食物資源を供給する
哺乳類相が大きく影響することが知られ，特によ
り多くの糞を排泄する大型哺乳類相と糞虫相には
密接な関係がある（Nichols et al. 2009）．国後島に
生息する陸上大型哺乳類はヒグマUrsus arctosのみ
であり（村上ら2002），シカは生息の可能性は示
唆されているが，定住性のものではない可能性が
指摘されている（犬飼1952）．一方，知床半島に
は古くからヒグマが安定して生息しており（小平
ら2006），シカも一時的な絶滅を繰り返しながら
も古くから生息していた（梶1988）．シカ類はメ
スを中心に群れをなすことから，糞の排泄量も多
く，糞虫の種多様性を維持する上でも欠かせない
ことが指摘されている（Stewart 2001; Nichols et al. 

2009; 赤羽ら2014）．そのため，この2地域で採取
された糞虫の個体数や種組成が違っていた背景に
は，長期にわたるシカの生息の有無が一つの可能
性として考えられる．
一方，地表性甲虫類は，知床岬での捕獲数は国
後島南部よりも少なく，国後島南部でのみ生息が
確認された種も存在した．この背景にもシカの生
息が関連している可能性がある．知床岬では，過
去にシカの急激な増加が発生し，植生の改変が発

図2．国後島および知床岬地区におけるトラップあたり
の糞虫類（左）と地表性甲虫類（右）の個体数．
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生した（梶ら2006）．一般的に，シカ類の急激な増
加は下層植生の衰退を引き起こすため（Côté et al. 

2004; Rooney 2009），下層植生を生活環境として利
用している地表性甲虫類はシカの増加に対して負
の影響を受けることが示唆されている（Taboada et 

al. 2008）．そのため，知床岬では国後島南部に比
べて，採取される地表性甲虫類の種数や個体数が
少なかった可能性がある．本研究では，これまで
知床地域では確認されず，国後島南部でしか確認
されなかった種が複数見られたが，この理由につ
いては，今回の断片的な調査や各種の生態に不明
な部分が多いため，要因の検討にはいたらなかっ
た．
知床半島と国後島は距離が約25 kmと非常に近
いものの，人間活動の履歴の違いやシカの有無と
いった相違点があり，それらが自然環境の違いに
反映されている可能性がある．特に，これまでシ
カが恒常的に生息していなかったという国後島の
特徴は，シカが急激に増加し，現在その密度を人
為的に低下させている知床の自然環境の保全を考
える上で非常に重要な点である．具体的には，現
在の国後島の自然環境の状況は，今後，知床半島
においてシカの密度を低下させていく上で一つの
目標や指標となりうるだろう．特に，今回の調査
で対象とした地表性甲虫類を始めとした昆虫類
は，古くから地域の自然環境を評価する指標生物
としての有用性の高さが指摘されている（Niemelä 

2000; Rainio & Niemelä 2003）．そのため，今回の
調査で得られたデータは断片的ではあるが，昆虫
類を含めた生態系全体の動向を長期的にモニタリ
ングしていく上で重要な基礎データと言え，更な
る継続調査が求められよう．
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